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令和 7 年度 春期 

午前Ⅰ共通問題（SC，NW，ST，SA，SM）試験分析と講評 

 

■午前Ⅰ試験（高度試験共通）講評 

共通知識として幅広い出題範囲の全分野から 30 問が出題される試験です。

今回の分野別出題数はテクノロジ分野が 17 問，マネジメント分野が 5 問，ス

トラテジ分野が 8 問でこれまでと同じでした。出題された問題は，従来どお

り全て同時期に実施された応用情報技術者試験（以下，AP 試験）の午前問題

80 問から選択されています。重点分野のセキュリティからの出題が 4 問と最

も多く，今回，ユーザーインタフェースと技術戦略マネジメント分野からの出

題はありませんでした。 
新しい内容の新傾向といえる問題は次の 8 問（前回 3 問）で，かなり増え

ていますが，選択元の AP 試験で増えていることによるものといえます。 
問 2 機械学習の過程で過学習と疑われたときの解消方法 
問 5 稼働率，MTBF，MTTR で成り立つ関係式 
問 7 間欠動作の平均電流を 1μA 以下にするための待機時間 
問 10 同じ値のコードをもつ表の行を自動的に削除する SQL 文 
問 12 CRYPTREC 暗号リストの説明（ST 既出問題，AP では初） 
問 23 DX 認定制度における認定基準に含まれている事項 
問 27 エッジ AI においてエッジデバイスで行われる推論処理 
問 30 生成 AI を利用した画像生成と利用の著作権侵害について 
これまで繰り返し出題されている定番といえる問題は 14 問程度で，前回の

16 問から少し減っています。なお，やや難しいと考えた問題は 6 問（問 5，
7，12，18，24，25）で，前回の 2 問から増えています。 

問題の出題形式は，文章の正誤問題が 14 問（前回 18 問），用語問題が 5 問

（前回 5 問），計算問題が 4 問（前回 4 問），考察問題が 7 問（前回 3 問）で，

考察問題が増え，文章問題が減っています。これらのことから，全体として少

し難しいと感じた受験者が多かったと思われます。 
 

（今回の分野別出題内容）  は新傾向問題，  は既出の定番問題 
・テクノロジ分野……近似値，機械学習の過学習，スタック，CPU 処理時間，

稼働率の関係，LRU 方式，待機時間，SVG 画像，正規形の変換，SQL
（CASCADE），PoE，CRYPTREC 暗号リスト，SBOM，OS コマンドイン

ジェクション，プロトコルの関係，デザインレビュー，スプリントレビュー 

・マネジメント分野……EVM によるプロジェクト評価，クラッシング，サー

ビス停止時間，監査のウォークスルー法，監査手続 
・ストラテジ分野……DX 認定制度，クラウドを実現するプロビジョニング，

契約形態，PPM，エッジ AI の推論処理，AI を用いたマシンビジョン，変

動費の計算，生成 AI 利用の著作権侵害 
 
分野別の出題数は次のような結果で，従来と同じでした。 

分野 大分類 分野別 
 

R6年春 R6年秋 R7年春 

テクノロジ系 

基礎理論 

17 

3 3 3 
コンピュータシステム 4 5 4 
技術要素 8 8 8 
開発技術 2 1 2 

マネジメント系 
プロジェクトマネジメント 

5 
2 2 2 

サービスマネジメント 3 3 3 

ストラテジ系 

システム戦略 
8 

3 3 3 
経営戦略 3 3 3 
企業と法務 2 2 2 

合計  30 30 30 30 
 
これまで，出題される問題の約 7 割は，過去の基本情報技術者試験や AP 試

験で出題された基本的な内容でしたが，今回は 5 割程度に減りました。高度

試験で専門分野の力を発揮するのは午前Ⅱの専門知識の試験からになります

が，午前Ⅰ試験から受験する人は，過去の応用情報技術者試験の午前問題を解

き，余裕をもって 7 割以上正解できるように，理解度を上げてください。 
IPA の試験統計情報を分析すると，高度試験を午前Ⅰから受けた人のうち，

60 点以上取れた人は 5 割から 6 割台で推移していて，半数近くの人が次の午

前Ⅱ以降の採点に進んでいない状況です。高度共通の午前Ⅰ試験では難しい

内容も出題されますが，苦手な分野の学習は基本的な問題が多い基本情報技

術者試験の内容から始め，基礎知識を確実に理解するようにしてください。 
また，出題範囲が広いため，全体をまんべんなく学習するのにかなり時間が

かかります。そのため，試験対策としては，これまで出題された出題内容のポ

イント事項を重点的に解説したアイテック刊行の「2025 高度午前Ⅰ・応用

情報 午前試験対策書」で効率よく学習することをお勧めします。 
以上 
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令和 7 年度春期 

情報処理安全確保支援士試験分析と講評 

 

■試験全体講評 

 平成 29年度春期に第 1回の情報処理安全確保支援士（以下，支援士という）

試験が開始されて以来，今回の試験で第 16 回（令和 7 年度春期）を迎えまし

た。第 1 回は 25,130 名の応募者を集め，それ以降，回を追うごとに応募者が

漸減する傾向にありましたが，令和 4 年度秋期から回復傾向が見られるよう

になりました。令和 7 年度春期の応募者数は 22,645 名に達し，令和 6 年度秋

期に比較すると，5.8％減少しましたが，1 年前の令和 6 年度春期と比較する

と，大きく増加しています。参考までに，令和 6 年度春期以降の応募者数など

の推移を示すと，次のようになります。 
 

年 度 応募者数 受験者数 合格者数 
令和 6 年度春期 19,565 

（-4.2％） 
14,342

（73.3％） 
2,769

（19.3％） 
令和 6 年度秋期 24,032

（22.8％） 
17,324

（72.1％） 
2,615

（15.1％） 
令和 7 年度春期 22,645 

（-5.8％） 
16,526 

（73.0％） 
3,134 

（19.0％） 
(  )内は，左から順に対前期比増減率，受験率，合格率を示す。 

 
 今日の社会においては，サイバー攻撃や標的型メール攻撃，マルウェア感染

などに関する対策をはじめ，情報セキュリティの重要性は高くなる一方です。

これらのセキュリティ問題全般について十分に理解していくには，Web シス

テムをはじめ，クラウドサービスと認証連携，多要素認証技術，インシデント

対応，電子メールや DNS の仕組みなどの基本的な知識を把握することが必要

です。そして，支援士試験は，これまでの情報処理技術者試験という国家試験

から，国家資格試験に格上げされました。資格取得後における講習受講義務が

課せられるなどの条件がありますが，支援士試験に合格した上で，情報処理安

全確保支援士（登録セキスぺ）に登録すれば，社会的に認知された資格を有す

ることができます。まずは支援士試験に合格し，登録セキスぺの有資格者にな

っておくとよいでしょう。 

 午前Ⅰ（共通知識）試験は 30 問出題され，出題分野の内訳はテクノロジ分

野が 17 問，マネジメント分野が 5 問，ストラテジ分野が 8 問で，これまでと

同じです。問題の出題形式は，文章の正誤問題が 14 問（前回 18 問），用語問

題が 5 問（前回 5 問），計算問題が 4 問（前回 4 問），考察問題が 7 問（前回

3 問）で，考察問題が増え，文章問題が減っています。また，少し難しかった

問題としては，問 2（機械学習の過程で過学習と疑われたときの解消方法），

問 5（稼働率，MTBF，MTTR で成り立つ関係式），問 7（間欠動作の平均電

流を 1μA 以下にするための待機時間）など計 6 問もあり，全体として少し難

しかった試験だったといえます。 
 午前Ⅱ（専門知識）試験の出題範囲は，技術要素のうち，セキュリティとネ

ットワークが重点分野になっており，この 2 分野からの出題数は 20 問でこれ

までと同じです。また，出題内容としては，情報セキュリティに関する個々の

知識を問うものが大半を占めています。この 20 問のうち，新規問題の出題数

は 6 問で，令和 6 年度秋期に比べると，1 問減少したこと，過去問題は，令和

5 年度秋期と令和 5 年度春期の 2 期に集中して 11 問出題されていたことなど

から，難易度は，令和 6 年度秋期に比べると，易しくなったといえます。 
 午後試験の出題テーマは，サプライチェーンのリスク対策（問 1），脆弱性

管理（問 2），スマートフォン用アプリケーションプログラムの開発（問 3），
IT 資産管理及び脆弱性管理（問 4）でした。問 1 は，サプライチェーンリス

ク対策のガイドラインを作成し，全てのシステム開発プロジェクト及び運用

サービスの点検における諸問題を考えるものです。問 2 は，プラットフォー

ム診断と Web アプリ診断で指摘された脆弱性の問題が出題されていますが，

CVSS 値と EPSS 値の評価に関する事項なども問われています。問 3 は，ス

マホアプリに関する脆弱性に関する問題で，サーバ証明書や TLS の通信シー

ケンスなども問われています。問 4 は，公開 IT 資産管理と脆弱性管理に関す

るもので，公開 IT 資産管理のリストアップについての調査方法及び対応方法

の問題のほか，KEV カタログに掲載される脆弱性などの知識問題でした。難

易度を全体的に評価すると，前回の令和 6 年度秋期試験とほぼ同程度と考え

られます。 
 
■午前Ⅱ（専門知識）試験講評 

 25 問のうち，分野別の出題数は，「技術要素」から 21 問，「開発技術」から

2 問，「サービスマネジメント」から 2 問という比率でした。この比率は，第

1 回の平成 29 年度春期試験以降，同じですから，今後も変更はないと考えら

れます。なお，25 問のうち，新規問題の出題数は 8 問で，前回の令和 6 年度
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秋期試験から 1 問増加しています。 
 午前Ⅱ試験の分野別出題数の推移（3 期分）は，次のようになっています。 
 

大分類 中分類 
令和 6 年 

春期 
令和 6 年 

秋期 
令和 7 年 

春期 
 
技術要素 
 

セキュリティ 17 17 17 
ネットワーク 3 3 3 
データベース 1 1 1 

開発技術 
システム開発技術 1 1 1 
ソフトウェア開発管理技術 1 1 1 

サービス 
マネジメント 

サービスマネジメント 1 1 1 
システム監査 1 1 1 

合 計 25 25 25 
 
(1) 技術要素 
 技術要素からの出題範囲は，セキュリティ，ネットワーク，データベースの

3 分野です。分野別の出題数は，セキュリティが 17 問，ネットワークが 3 問，

データベースが 1 問でした。これからも分野別の出題数は，セキュリティが

17 問，ネットワークが 3 問，データベースが 1 問という割合には変化がない

と考えられます。 
 セキュリティ分野の 17 問は，基本的に情報セキュリティ技術に関する問題

です。新規問題は，問 1（DRDoS 攻撃に該当するもの），問 3（SHA-512/256
の説明），問 8（サイバー攻撃におけるコネクトバックの説明），問 12（NIST
の CSF 2.0 のコアにある機能），問 13（IoC（Indicator of Compromise）に該

当するもの）の 5 問です。これに対し，過去問題からの出題は，令和 5 年度秋

期から 5 問，令和 5 年度春期から 6 問のほか，令和 5 年度春期 AP 試験から

1 問の計 12 問です。なお，過去問題からの再出題については，これまでの複

数の期にわたって出題されるというパターンではなく，令和 5 年度秋期試験

と令和 5 年度春期試験の 2 期に集中していたことが特徴です。 
 ネットワーク分野の 3 問は，新規問題が 1 問で，過去問題は 2 問でした。

新規問題は，問 20（GET/POST メソッドを用いたリクエストメッセージ）で

すが，HTTP メッセージの基本構成に関するものですから，レベル 3 の問題

といえます。過去問題は，令和 3 年度秋期 SC 試験から 1 問，平成 27 年度秋

期 SC 試験から 1 問ずつ出題されていました。いずれも基本的な問題といえ

ます。 

 データベース分野の問 21（SQL 文を実行して得られる結果）は，令和 4 年

度秋期 DB 試験で出題されていました。SQL 文の NOT EXISTS 述語の知識

が必要ですが，レベル 3 の問題に位置付けられます。 
(2) 開発技術 
 開発技術からの出題範囲は，システム開発技術とソフトウェア開発管理技

術の 2 分野です。システム開発技術分野の問 22（ソースコードのソース品質

を向上させる OSS のツール）は，新規問題です。OSS のツールの名称を知っ

ているかどうかがポイントですが，難易度はレベル 4 の問題と評価されます。

ソフトウェア開発管理技術分野の問 23（スクラムにおける KPT の三つの視

点）は令和元年度秋期 SA 試験で出題されていましたが，レベル 3 の問題とい

えます。 
 
(3) サービスマネジメント 
 サービスマネジメントからの出題範囲は，サービスマネジメントとシステ

ム監査の 2 分野です。問 24（サービス可用性の計算）は令和 5 年度春期 SM
試験で出題されていました。基本的な計算問題ですから，レベル 3 に位置づ

けられます。問 25（金融庁「内部統制・監査の実施基準」の IT の統制目標）

は新規問題ですが，基本的な用語問題ですから，レベル 3 の問題といえます。 
 
■午後試験講評 

 令和 7 年度春期試験は，令和 6 年度秋期試験の出題構成から少し変更され，

Web アプリ関連の問題がやや少なくなり，脆弱性管理をテーマとした問題が

多く見られました。また，令和 6 年度秋期試験では，字数指定のない設問が，

ほとんどでしたが，令和 7 年度春期試験では，字数が指定された設問がかな

り見られました。次回以降の支援士試験の記述式の設問で，字数指定のない設

問が増加するかどうかは定かではありませんが，字数指定のない設問の答案

作成にも慣れておきましょう。答案用紙の形式を見ると，マスありの場合，1
行は 20 マスで構成されていますので，マスなしの場合には，1 行当たり 20～
25 字程度を目安にして答案を作成するとよいでしょう。 
 午後試験で合格基準点をクリアするためには，情報セキュリティ全般に関

する知識を十分に身に付けた上で，問題文に記述された内容をよく読んで，本

文や図，表に記述された条件などを丁寧に整理し，設問で問われていることを

的確に把握した上で解答を作成していくことが基本です。こうした知識面だ

けではなく，問題に対する取り組み方も重要になってきます。過去に出題され

た，午後Ⅰや午後Ⅱを含む午後問題に取り組んで，解答作成のコツをつかむよ
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うに訓練を重ねておくことも忘れないようにしましょう。 
 
 

問 1 サプライチェーンのリスク対策 

 本問は，サプライチェーンのリスク対策というテーマですが，サプライチェ

ーンリスク対策のセキュリティガイドラインを作成し，全てのシステム開発

プロジェクト及び運用サービスの点検における諸問題を考えるものです。設

問 1 では，セキュリティ・バイ・デザインの考え方や，再委託する場合に契約

書に明記する事項が問われています。設問 2 は，過去のインシデントに基づ

いた事例の分析などの問題，設問 3 は，システムの開発プロジェクト及び運

用サービスに対してガイドラインを用いた点検結果，設問 4 は SBOM を利用

すると脆弱性管理がしやすくなる理由，設問 5 では，開発工程のどの時点で

SAST ツールを使用する場合に効果が得られるかなどが問われています。基本

的な事項が問われていますので，難易度はそれほど高くないと思われます。 
 
問 2 脆弱性管理 

 本問は，脆弱性管理というテーマですが，プラットフォーム（PF）診断と

Web アプリ診断に関する問題が出題されています。設問 1 は，SQL インジェ

クションの応答結果，設問 2 は，診断結果が異なっていた要因を考えるもの

です。設問 3 は，鍵交換におけるビットセキュリティ基準，認証タイムアウト

メッセージに基づき攻撃を早期に検知する方法，アクセス元の PC を認証する

方法を答えるものです。設問 4 は，Web アプリ診断で検出された脆弱性につ

いて，深刻度レベルが低く評価された評価根拠と高く評価された評価根拠，管

理者権限が必要な操作ができなかった仕様をサイト C の仕様の中から選ぶも

のです。設問 5，6 は，CVSSv3 の現状値は手間が掛かり EPSS 値では手間が

掛からない理由，PF 診断と Web アプリ診断で検出された脆弱性に対する評

価結果の対応優先度を決める問題などが出題されています。問題の難易度は，

標準レベルと思われますが，小問数が多いことから，正解できるものについて

は，着実に点数を積み上げていくことが必要です。 
 
問 3 スマートフォン用アプリケーションプログラムの開発 

 本問は，新規に開発したスマートフォン用アプリケーションプログラムの

脆弱性診断結果に基づいて考える問題です。設問 1 では，サーバ証明書の検

証不備がある場合，攻撃者がアクセスキーを取得する方法，アクセスキーの保

護に不備がある場合，攻撃者がアクセスキーを取得する方法及び全利用者の

写真をダウンロードする方法などが問われています。設問 2 は，サーバ証明

書に記載される名前や，TLS の通信シーケンス，プライベート認証局を用い

た場合にスマホ側に必要となる設定内容などを答えるものです。設問 3 は，

署名付き URL の生成時点，設問 4 は，フィッシングサイトにアクセスしても

気付くことができないというスマホアプリの仕様上の問題点と，アクセスで

きないようにする機能を具体的に答えるものです。正解を導くためには，問題

の条件を丁寧に確認することなどが求められますが，問題の難易度は，標準レ

ベルといえます。 
 
問 4 IT資産管理及び脆弱性管理 

 本問は，IT 資産管理，ドメイン名などの管理，導入ソフトウェアの管理，

脆弱性管理の改善などに関する問題です。設問 1 では，CDN サービスを解約

したときに必要となる設定の変更内容が問われています。設問 2 は，公開 IT
資産管理及び脆弱性管理の目標設定に関するもので，未登録の公開 IT 資産の

調査方法などに関する字句選択の穴埋め問題が出題されています。設問 3 は，

IT 資産の調査漏れリストに挙げられた事項に対し，追加の調査方法や対応方

法を考えるものです。設問 4 は，KEV カタログに掲載される条件や，導入ソ

フトウェアの管理及び脆弱性管理についての改善策などを答えるものになっ

ています。一部，用語自体の意味を知らないと答えられない設問がありますが，

全体的に難易度を評価すれば，標準レベルといえます。 
 
■令和 7年度秋期の試験に向けて 

 午前試験は，午前Ⅰ（共通知識）と午前Ⅱ（専門知識）という二つの試験が

行われます。午前Ⅰと午前Ⅱを比較すると，午前Ⅰの出題範囲が広範囲にわた

ることから，合格基準点をクリアすることが比較的難しいといえます。これに

対し，午前Ⅱは，過去問題からの出題が半数以上あること，専門知識に特化し

ていることなどから，事前の準備さえ怠らなければ，比較的容易にクリアでき

ると考えられます。 
 こうしたことから，午前Ⅰ試験を受験する必要がある方は，午前Ⅰの試験対

策については手を抜くことはできません。出題分野は，テクノロジ系（基礎理

論，コンピュータシステム，技術要素，開発技術），マネジメント系（プロジ

ェクトマネジメント，サービスマネジメント），ストラテジ系（システム戦略，

経営戦略，企業と法務）の全分野にわたるので，幅広い分野に加え，生成 AI
などの新しい技術動向に関する知識も要求されます。日ごろから情報処理技

術全般に関する知識を習得するとともに，関連する過去問題を多く解いてお
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くようにしましょう。また，午前Ⅰで出題される 30 問は，応用情報技術者試

験で出題される問題の中から抽出されるようになっています。なお，午前Ⅰの

出題分野の全分野に関し時間を費やしていくことは，あまりお勧めできませ

ん。例えば，論理回路の問題などは，考え方を理解するのに少し時間がかかり

ます。こうした問題に時間をかけても意味がありません。捨てる分野の問題を

決めながら，効率的に学習していくとよいでしょう。 
 午前Ⅱ試験の出題数は 25 問，試験時間は 40 分です。出題の重点分野は，

技術要素のうち，セキュリティとネットワークです。この他には，技術要素の

データベース，開発技術のうち，システム開発技術とソフトウェア開発管理技

術，サービスマネジメントのうち，サービスマネジメントとシステム監査の分

野からも出題されます。令和 7 年度春期試験の出題数は，技術要素が 21 問，

開発技術とサービスマネジメントが，それぞれ 2 問ずつで，これまでの試験

と同じです。なお，技術要素のうち，セキュリティとネットワークの出題数は，

どちらの技術に分類しても差し支えない問題（例えば，TLS や IPsec，DNS，
電子メールのセキュリティなど）があるので，セキュリティが 17 問，ネット

ワークが 3 問という比率で定着していると考えて問題ありません。難易度に

ついてはレベル 4 の問題も出題されますが，セキュリティとネットワークに

関する午前Ⅱ試験の問題は，午後試験対策を十分に実施していけば，ほぼ全問

正解できるレベルになってきます。したがって，午前Ⅱ試験は，特別な対策を

実施する必要はなく，午後試験に必要な技術知識を十分に身に付けていくと

よいでしょう。 
 午後試験は，令和 5 年度秋期試験から，午後Ⅰ試験と午後Ⅱ試験が統合さ

れ，一つの午後試験として実施されるようになり，試験時間は 150 分になり

ました。そして，出題数 4 問の中から 2 問を選択して解答します。 
 令和 7 年度春期の午後試験では，Web に関連するセキュリティ問題の比率

が少なかったようですが，これまでの傾向から判断すると，Web アプリや

WebAPI などのセキュリティに関連する問題が 2 問程度出題されることがあ

ります。このため，IPA が公表している「安全なウェブサイトの作り方」，「セ

キュア・プログラミング講座」などをはじめ，様々な資料を事前に学習し，

HTML コードのほか，HTTP のヘッダー情報やクッキー属性などを含め，十

分に理解するとともに，できるだけ様々な分野に対するセキュリティ問題に

幅広く対応できる能力を身に付けるようにしましょう。 
 午後試験の問題選択に当たっては，個々の受験者がもち合わせている技術

知識などの差に依存しますので，できるだけ自身の得意とする分野の問題を

選択していくことが基本です。なお，一度選択した問題については，最後まで

やり抜くようにすることが必要です。それは，問題文をよく読んでいけば，問

題の中にヒントが記述されていることが多く，それらを手掛かりにして正解

を導いていくことが可能だからです。しかし，ヒントを見つけることができる

かどうかについては，各自がもち合わせている知識が多いか少ないかなどの

差によって決まります。そこで，試験を受験するに当たっては，できるだけ知

識レベルを向上させておくことが必要です。 
 例えば，セキュリティ技術分野では，Web アプリケーションに対する様々

な攻撃とその対策，迷惑メール対策や標的型攻撃，サイバー攻撃に関する対策，

IoT 機器に関連するセキュリティ問題，クラウドサービスの利用と認証連携，

電子証明書の検証方法，パスワードレス認証や多要素認証による利用者認証，

メッセージ認証，デジタル署名，暗号化技術，セキュリティプロトコル，VPN
技術，ファイアウォールの設定，IDS や IPS など，多くの技術知識を吸収し

ていくことが必要です。また，Web アプリケーションなどに対するセキュア・

プログラミングの問題では，C/C++や Java，ECMAScript（JavaScript）を

はじめ，HTML などの知識が要求されます。 
 以上のほか，ネットワーク技術分野では，TCP/IP（HTTP，HTTPS，IPsec，
TLS など），インターネット利用・接続技術，DNS の仕組み，電子メールの配

送の仕組みなど，データベース技術分野では，データベースへのアクセス権限，

SQL 文の読み方，ログ管理など，幅広い技術知識を習得していくことが必要

です。さらに，情報セキュリティポリシーやリスク分析などのマネジメント系

の問題に加えて，新たな攻撃手法など最新のトピックも含めて出題対象にな

り得るので，幅広く知識を吸収していくことが必要です。また，JIS Q 27001
や ISO/IEC 15408 などをはじめ，NIST や CRYPTREC などの様々な情報セ

キュリティ機関が策定している標準化の動向を把握していくことも忘れない

ようにしましょう。 
 午後問題では，セキュリティとネットワークの相互に関連した問題の出題

頻度が高いことも特徴の一つです。これらの幅広い技術を十分に習得するに

は，かなりの時間が必要です。試験の直前になって焦らないように，あらかじ

め多くの学習時間を見込んでおき，計画的に学習していくことが大切です。ま

た，一度，理解しても繰り返し知識をインプットしていかないと，すぐに忘れ

てしまいます。工夫をしながら継続的に学習していく姿勢を確立しましょう。

なお，試験問題では，単なる技術的な知識から解答する問題はそれほど多くあ

りません。問題文に記述された内容に従って解答する問題の方が多いので，問

題で記述された内容を正しく理解し，その条件内で考えていくようにしまし

ょう。そのためには，問題文に記述された内容を理解できるだけの基本的な技
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術力をまず身に付けておくことが必要です。また，午後試験は数十字程度の記

述式で解答する小問が多く設定されます。記述内容については，考え方や根拠

を明確に示すほか，キーワードをしっかりと押さえた上で，解答を作成するよ

うにしましょう。 
 以上のように，支援士試験に合格するためには，それなりの努力が要求され

ます。したがって，この試験に合格することは，それだけ価値が高いというこ

とになります。学習計画をしっかり立てて，次回の試験では必ず合格するよう

に努力していきましょう。 
以上 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



